
《
講
評
》「
ん
っ
？
何
だ
こ
れ
」
と
い
う
題
で
顕
微
鏡
を
の
ぞ
き
こ
ん
で
い
る
自
画

像
を
描
い
て
い
る
。
日
頃
の
学
習
の
中
で
特
に
心
に
残
る
場
面
を
題
材

に
し
て
い
る
点
が
よ
い
。
そ
れ
だ
け
に
顕
微
鏡
を
の
ぞ
い
て
い
る
緊
張

感
の
あ
る
場
面
が
う
ま
く
表
現
さ
れ
て
い
る
。

《
講
評
》
タ
イ
ト
ル
が
「
炎
に
願
い
を
」
田
善
賞
に
ふ
さ
わ
し
い
素
晴
ら
し
い
作

品
で
す
。
松
明
あ
か
し
を
題
材
と
し
、人
物
を
シ
ル
エ
ッ
ト
風
に
表
現
し
、

炎
に
動
き
を
出
し
た
見
事
と
し
か
言
い
よ
う
が
な
い
。

第30回 田善顕彰版画展

・・・・１・・・・

《田善賞　小学生の部》

「んっ？何だこれ」
須賀川市立第二小学校　６年　岩 井　翔 太

《田善賞　中学生の部》

「炎に願いを」
須賀川市立第一中学校　３年　藤 井　花



第30回 田善顕彰版画展

・・・・２・・・・

《最優秀賞　小学生の部》

須賀川市立第三小学校　４年

大 竹 　 し ず く

《最優秀賞　中学生の部》

須賀川市立稲田中学校　１年

大 竹 　 日 菜 子

《最優秀賞　中学生の部》

須賀川市立西袋中学校　３年

山 崎 　 秀 介

《最優秀賞　小学生の部》

須賀川市立長沼東小学校　６年

金 澤 　 颯 花

《講評》「２分の１成人式」というタイトルで描いている自画
像らしい絵。４年生になって初めて経験する木版画
を上手に使いこなして大きくなった自分をバランス
よく画面に納めて描いている。
彫刻刀の使い分けもよく、手の動きもよくとらえて上
手に表現されている。

《講評》田善が用いたのと同じエッチング（腐食銅版画）の
技法で通学用のバッグを描いた作品。シャープな描
線を得られるというエッチングの特徴を存分に生か
し、線の密度の差によってバッグの凹凸や明暗を見
事に表現しています。形のデッサンも正確で、非常
に完成度の高い作品です。

《講評》タイトルが「お気に入りの水道」日菜子さんの作品を
見た時、版画としての表現の仕方が素晴しく、目に留
まりました。細かい所まで観察されていてお見事。

《
講
評
》
桙
衝
神
社
と
い
う
地
域
に
建
つ
神
社
を
題
材
に
し
て
描
い
た

作
品
。
狛
犬
を
手
前
に
大
き
く
描
き
、
そ
の
向
こ
う
に
「
と

う
ろ
う
」
や
「
木
」
な
ど
バ
ラ
ン
ス
よ
く
遠
近
・
空
間
を
と

ら
え
、
神
社
の
古
い
建
物
を
と
ら
え
て
い
る
。
地
元
の
神
社

仏
閣
に
目
を
向
け
て
描
い
た
と
こ
ろ
が
大
へ
ん
よ
い
。



第30回 田善顕彰版画展

・・・・3・・・・

《優秀賞　小学生の部》

須賀川市立第二小学校　６年

矢 吹  心 乃

《優秀賞　小学生の部》

須賀川市立第一小学校　２年

溝 井 　 楓 華

《優秀賞　小学生の部》

須賀川市立西袋第一小学校　２年

小 枝 　 正 太 郎

《優秀賞　小学生の部》

須賀川市立長沼東小学校　６年

氏 家 　 琉 斗

《優秀賞　小学生の部》

須賀川市立第三小学校　４年

関 根 　 颯 音

《優秀賞　小学生の部》

須賀川市立柏城小学校　４年

宗 像 　 海

《講評》彫刻刀を思いのまま自由に使いこなしている作品です。
特に線刻が巧みで着ているジャージや手、指、頭、顔など
気持ちの行き届いた表現となっています。
背景はうまく刀を用いて余白を作っていることもすば
らしいと思います。これらのことが上手くまとまって
バランスのとれた秀れた作品となっています。

《講評》ヘビのくねくねしている形と遊んでいる人物
がとてもユニークに表現されています。すば
らしい発想（思いつき）だと思います。紙版
画の版のつくり方、刷り方がとてもよくでき
たとても秀れた作品と思います。

《講評》「まゆにおに」のお話しで、なべの中にほうり
こまれるおにの姿でしょうか。大きく口をあ
けておどろいた顔をしたおにがさかさまに
ひっくりかえっているようすが、とてもユー
モラスでじょうずにかけています。

《講評》東小学校の近くにある神社を詳しく写生して版画に表現
できたこと、とても大変な努力だと思います。しかも彫
刻刀をよく使いこなしていると思います。神社の境内の
様子がとても良く表現されています。奥の拝殿や参道や
石段もそれぞれうまくまとめています。刷りもとても鮮
明に表現されて清々しい雰囲気を出しています。

《
講
評
》
タ
イ
ト
ル
が
「
決
め
ろ
、
カ
ッ
ト
」
卓
球
を
し
て
い

る
表
情
が
良
く
表
現
さ
れ
て
い
て
、
素
晴
ら
し
い
作

品
で
す
。
人
物
の
目
の
動
き
が
実
に
良
い
。

《
講
評
》
合
奏
祭
に
向
け
て
鍵
盤
ハ
ー
モ
ニ
カ
を
練
習
す
る
姿
を
画

面
か
ら
は
み
出
る
よ
う
に
大
き
く
描
き
、
迫
力
の
あ
る
作

品
に
な
っ
て
い
ま
す
。
木
版
の
彫
り
も
て
い
ね
い
で
、
ほ

お
の
ふ
く
ら
み
や
髪
の
毛
に
あ
た
っ
た
光
、Ｔ
シ
ャ
ツ
の

し
わ
な
ど
、
と
て
も
う
ま
く
表
現
で
き
て
い
ま
す
。



第30回 田善顕彰版画展

・・・・４・・・・

《優秀賞　小学生の部》

須賀川市立第三小学校　４年

佐 藤 　 湧 月

《優秀賞　小学生の部》

須賀川市立大東小学校　３年

遠 藤 　 美 里

《優秀賞　小学生の部》

須賀川市立西袋第二小学校　２年

佐 浦 　 颯 馬

《優秀賞　小学生の部》

須賀川市立第二小学校　４年

髙 久 田 　 紗 和

《講評》タイトルが「得意なバタフライ」水泳のバタ
フライをしている様子が実に良く表現され、
目の動き、口の動きが特にお見事。

《講評》「わあ！雪だ」と手を広げて喜んでいる自分を
真正面からとらえて描いている。大きく広げた
手と腕を全面にとらえ、大きな口を開いて「あっ
雪だ」と叫んでいる様子がいかにも生き生きと
表現され、その叫びが聞こえるような絵である。

《講評》「空とぶ鳥」と題して一板多色刷りの技法で明るい作
品を作っている。3年生にしては、緑・赤・黄色の斜
めに区切ったバランスもよく、それぞれに面白い形の
模様をつけて上手に背景を作っている。それだけに真
中に配された黒い鳥が効果的に活かされている。

《
講
評
》
大
胆
に
彫
り
込
ん
だ
力
強
い
作
品
で
す
。
人
物
を
大
き
く
捉
え
た

表
現
豊
か
な
優
れ
た
作
品
で
す
。
特
に
腕
を
ほ
ほ
に
当
て
、
縦
横

の
構
成
で
画
面
を
引
き
立
た
せ
て
い
る
点
が
す
ば
ら
し
く
、
衣
服

の
線
彫
も
最
小
限
に
細
い
線
彫
り
で
表
し
全
体
の
バ
ラ
ン
ス
を
整

え
て
い
ま
す
。
墨
色
も
濃
く
良
い
刷
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。



第30回 田善顕彰版画展

・・・・５・・・・

《優秀賞　中学生の部》

須賀川市立第三中学校　２年

菊 地 　 侑 美

《優秀賞　中学生の部》

須賀川市立仁井田中学校　２年

佐 藤 　 麻 衣

《優秀賞　中学生の部》

須賀川市立稲田中学校　１年

大 波 　 瑞 季

《優秀賞　中学生の部》

須賀川市立岩瀬中学校　２年

村 上 　 明 菜

《優秀賞　中学生の部》

須賀川市立小塩江中学校　１年

相 樂 　 幸 舞

《優秀賞　中学生の部》

須賀川市立仁井田中学校　２年

鈴 木 　 真 央

《講評》身近にあって愛着のある教科書や筆記用具をド
ライポイントで描いた作品。明暗の差を強くす
ることで立体感がうまく表現できています。

《
講
評
》
タ
イ
ト
ル
が
「
私
を
お
ん
ぶ
す
る
祖
母
」
麻
衣
さ
ん
が

幼
い
時
の
思
い
出
を
表
現
し
た
の
で
し
ょ
う
か
。
か
わ

い
ら
し
い
麻
衣
さ
ん
の
幼
顔
。
そ
し
て
や
さ
し
そ
う
な

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
表
情
が
よ
く
表
現
さ
れ
、
温
か
み
の

あ
る
素
晴
ら
し
い
作
品
で
す
。
猫
も
い
い
で
す
ね
。

《
講
評
》
後
景
の
黒
板
と
教
壇
か
ら
前
景
の
机
と
椅
子
ま
で
、

斜
め
の
遠
近
法
構
図
を
正
確
に
描
き
、
魅
力
的
な
画

面
に
な
っ
て
い
ま
す
。
木
版
の
一
つ
一
つ
の
彫
り
も

丁
寧
で
、
と
て
も
好
感
の
も
て
る
作
品
で
す
。

《
講
評
》
タ
イ
ト
ル
が
「
鏡
の
中
の
私
」
鏡
に
写
っ
て
い
る
幸

舞
さ
ん
の
知
的
で
や
さ
し
い
人
柄
が
良
く
表
現
さ
れ

て
い
る
素
晴
し
い
作
品
で
す
。
高
く
評
価
し
ま
す
。

《
講
評
》
タ
イ
ト
ル
が
「
廊
下
」
学
校
の
廊
下
の
様
子
が
実
に

良
く
表
現
さ
れ
て
い
ま
す
。
遠
近
法
も
良
く
表
現
さ

れ
素
晴
ら
し
い
作
品
で
す
。

《
講
評
》
鉢
植
え
の
ガ
ー
ベ
ラ
を
一
版
彫
り
進
め
多
色
刷
り
木

版
の
技
法
で
色
鮮
や
か
に
描
い
た
作
品
。
斜
め
を
向

い
た
花
や
葉
の
形
や
重
な
り
具
合
の
と
ら
え
か
た
が

正
確
で
、
完
成
度
の
高
い
作
品
に
な
っ
て
い
ま
す
。



第30回 田善顕彰版画展

・・・・６・・・・

《優秀賞　中学生の部》

須賀川市立第一中学校　３年

井 口 　 元 秀

《第三十回特別賞　中学生の部》

須賀川市立岩瀬中学校　２年

上 妻 　 士 竜

《第三十回特別賞　小学生の部》

須賀川市立仁井田小学校　１年

渡 辺 　 玲 也

《講評》タイトル「ともだち」画面いっぱいに元気よく
並んだ「ともだち」の顔。中央の広げた手が２
人の親しさをよく表しています。かみの毛の材
料を変えて表現する工夫もみられ、見ている側
が楽しくなる作品です。

《
講
評
》
タ
イ
ト
ル
が
「
燃
え
る
魂
」
大
松
明
に
火
を
つ
け
る

力
強
さ
、
思
い
な
ど
物
語
に
な
る
素
晴
ら
し
い
作
品

と
い
え
ま
す
。
人
の
表
現
が
実
に
良
。

《
講
評
》
タ
イ
ト
ル
「
ガ
ー
ベ
ラ
」
ガ
ー
ベ
ラ
の
花
や
葉
の
特

長
が
よ
く
と
ら
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ポ
ッ
ト

も
よ
く
観
察
し
て
い
ま
す
。
シ
ン
プ
ル
な
構
成
に

あ
っ
て
、
独
特
の
雰
囲
気
を
持
た
せ
る
こ
と
に
成
功

し
た
作
品
で
す
。


